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新
年
の
御
挨
拶

つ
く
ば
市
農
業
委
員
会

会
長

飯

野

和

男

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
農
業
委
員
会

の
運
営

・
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
格
別
な
る
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
不
安
定
な
社
会
情
勢
と
高
止
ま

り
す
る
物
価
に
加
え
、
猛
暑
に
よ
る
不
作
な
ど
、

農
家

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
悩
み
の
多

い

一

年
で
あ

っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、　
一
方
で
は

市
内

の
遊
休
農
地
面
積
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
担

い
手

の
減
少
や
高
齢
化

の
諸
課
題
を
痛
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
当
農
業
委
員
会
は
農
地
の
基

盤
整
備

の
推
進
、
新
規
参
入
の
促
進
、
鳥
獣

の
汁

策
強
化
等

々
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
、
市
に
対

し
て
、
令
和
７
年
度

つ
く
ば
市

「
農
地
等
利
用
最

適
化
推
進
施
策
に
関
す
る
意
見
要
望
書
」
を
提
出

い
た
し
ま
し
た
。
市
長
と
も
直
接
対
面
し
、
若

い

世
代

の
農
業

へ
の
新
規
参
入
促
進
や
就
農
後

の
切

れ
目
な

い
支
援
制
度

の
確
立
等
に
つ
い
て
要
望
し

ま
し
た
。
特
に
若

い
世
代
を
中
心
と
し
た
多
様
な

新
規
参
入
者

の
確
保
は
急
務
で
あ
り
、
積
極
的
な

広
報
活
動
等
に
よ
り
、
農
業
に
対
す
る
興
味
関
心

を
育
て
る
こ
と
は
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
就
農
時

の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ

う
な
社
会
情
勢

の
中
で
安
定
し
て
経
営
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
適
切
な
支
援
を
切
れ
目
な
く
行
う
こ
と

も
、
地
域
農
業

へ
の
定
着

の
た
め
に
大
切
な
取
り

組
み
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
当
農
業
委
員
会
は
市

及
び
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
地
域
農
業
を

取
り
巻
く
課
題

の
解
決
と
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け

て
、　
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様

の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願

い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

の
御
多
幸
と
御

健
勝
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



第62号 農委だよりつくば 令和 7年 1月 (2)

市長に農地等利用最適化推進施策に関する意見書奄提出しました
令不□6年 9月 30日、つくば市長に「令和 7年度農地等利用最適化推進施策に関する意見要望」を提出しまし
た。この意見書は農業委員会等に関する法律第 38条第 1項に基づくもので、農地利用の最適化を効率的、効果的
に推進するための施策の改善について、具体的な意見をまとめたものです。

主な内容は以下の通りです。                 14率
えるまt,
St′ミ B｀

田 農地の保全と有効利用対策

鰺農地の基盤整備等の推進について

鰺 農地中間管理事業の更なる周欠□ √
ヽ

ヽ

日 担い手・ 経営対策

鬱 新規参入促進による持続可能な農業構造の実現

② 就農後の切れ目の無い支援制度の確立

日 持続可能な地域農業の確立

◇地産地消の促進 鬱鳥獣害への対策強化

□ 先進的な農業への取組強化

◎ 有機農業の促進 讐 スマート農業の推進
g先進的農業に資する農業委員の人材登用

今後も当委員会は、つくば市と連携を取りながら農地利用の

最適化を推進してまいります。

意見書を提出する飯野会長 (右)と五十嵐市長(左 )

:警
・Wtti

意見交換の様子

(左から大野委員、白石委員、五十嵐市長)

I

界の

＼

含同観察研修根 胞し自した
受攀

視察研修の様子

農地の不lど屈意向調査を実施じまし途

今年度の農地利用状況調査の結果、再生利用が可能な遊休農地と判断された農地

の所有者の皆様へ、農地利用最適化推進委員が今後の農地の利用意向を調査するた

めにご自宅を訪問させていただきました。ご協力ありがとうございました。

麗鐘圏鍵になる前健!農地の話l習用方法奄看えましょう。

議地ω貸億の本国談 1感お近く録農地不l』用最適でヒ推進委員まで。

他自治体の先進的な取り組みを学ぶため、農業委員と農地利用最適

化推進委員の合同視察研修を実施し、今回は群馬県を訪間しました。

あずま産直ねつと様は、群馬県内の各地域で地形や気温差に大きく差

があることに着目し、各地の生産者とネットワークを構築することで年

間を通して安定した野菜の供給を実例しておりました。群馬まいたけセ

ンター様は、施設内に広い駐車場と子供用トイレ、おむつ替え台、身

障者用トイレ等を確保し、お客さんが安心して利用できる空間づく
')に

努めておられました。つくば市においても大いに参考になりましたの

で、得られた見識を市の農業発展に活かしてまいります。



(3)令 和 7年 1月 農委だよりつくば 第62号

～事務担当職員に聞いてみた～

農業委員会事務局で農業者年金の事務を担当するKさんに農業者年金のメリットについて間いてみました (聞き手:職員Y)。

1,農業者なら広く力E入 4.早く亡くなつた場合も一時金がでる I

Y:農業者年金のメリットはどんなところでしょうか。
(と まず|よ加入のしやすさだと思しヽます。国民年金第
1号被保険者であれば、農業者としての力日入要件
は年間60日以上の農業従事日数だけです。自営
業との兼業農家さんや農家のザゞ―卜・アル′ヾイト
さんも加入いただけます。農家の配偶者や後継
者の方もOKです。
Y:意外と広く加入できるんですね。
2.積立方式で少子高齢化 い

Y:でも◆は少子高齢化の時代なので年金制度 lよ不
安定ではなしヽですか。

氏:農業者年金は積立方式を採用してしヽます。自身
が将来受け取る年金を自分で積み立てるので、

力B入者や受給者の数の影響を受けず、財政的に

安定した制度になつています。

3.保険料を変更できる

Y:他にはどのような特徴がありますか。
羮:月存の保険料を、月額 20,000円から6フ,OOO円
の間で選ぶことができ、いつでも見直すことがで

きます。ご自身の状況に合わせて変更可能です。

Y:なるほど、大型機械を購入してお金に余裕がなしヽ
時期は保険料を下げたり、経営に余裕が出てきた

ら保険料を上げたり、自由にプランが組めそうで

すね。

Y:でも、もし自分に万が一のことがあつたら、結局
損になりますか。

(:仮に80歳より前に亡くなった場合 lよ、80歳まで
受け取れる予定であつた年金に相当する額が死亡
一時金として遺族の方に支給されます。また農業

者年金 lよ終身年金なので生涯年金を受け取イ1ま

すし、途中で脱退していても、払つた分の年金 |よ

あとから受け取れます。税制の優週もあります。

Y:なかなか無駄のない制度ですね。

5.要件を満たせば保険料の国庫補助も

(:ほかにも政策支援カロ入といつて、若しヽ時期から長
い期間農業の担い手として頑張る方に|よ、支払う

保険料の一部を国が出してくイ孔る制度もあります。

Y:要件を満たすことができれば大きなメリットです
ね。これから農業を始める方にも是非検討してしヽ

ただきたしヽですね。

制度の詳細を矢□りたい方

や加入の相談 lよ、お近く

の農業委員・農地利用最

適化推進委員または農業

委員会事務局まで 1

ィ
′
／

一

農業者を支援する補助制度があります
茨城県の
ホームページは
こちら▼

つくば市の
ホームページは
こちら▼

農家の皆様の経営発展および新たに就農を考えている方の就農を

支援する為の、様々な補助制度があります。詳細 lよ各ホームページ

をご確認ください。事業主l本 (国・県・市等)によつて間い合わせ先

が異なりますのでご注意ください。また、事業の内容 lよ予告なく変

更、終了する場合がありますのであらかじめご了承くださしヽ。 (茨城県農業政策課)(つくば市農業政策課)

補助金の例 :遊休農地解消緊急対策事業

農地中間管理機構が遊休農地を借り受け、担い手への貸し付け等が見込まれる場合に、遊休農地解消にか

かる費用を上限 183,000円 /10a支援します (各種条件あり)。

雀密繁鯖蓄撞岳
先輩農業者からお話を間きながらグループ

ワークを行い、営農における疑間を解消するため

の講習会を開催します。

3月 1日 (土)13:00～ 15:00
つくば市コミユニティ棟3階会議室A・ B
つくば市内の若手農業者および新規就農者

間中 央諦氏
伏田 直弘氏 (株式会社lき、しちゃん代表取締役)
30名
2月 21日 (金)までに電話又はインダーネットで

◇開催日時

⑬開催場所

讐対 象 者

等語  師

纂定  員
攀申込方法
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| トラットリアセレーノ
オーナーシェフ

梅津 佑次 さん

●
燃
え
上
が
る
炎
に
あ
こ
が
れ
て

つ
く
ば
市
倉
掛
で
イ
タ
リ
ア
ン
の
お
店
を
営
む

梅
津
さ
ん
。
料
理
人
を
目
指
し
た
き
っ
妙
け
は
意

外
に
も
中
華
だ
っ
た
そ
う
。
「小
学
生
の
頃
に
家

族
で
中
華
料
理
屋
さ
ん
に
行
っ
た
と
き
、
そ
こ
の

厨
房
で
燃
え
上
が
る
炎
を
見
て
か
？
」
い
い
１

と

思
い
ま
し
た
。」
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
都
内
の

有
名
店
で
働
き
腕
を
磨
い
て
い
た
梅
滓
さ
ん
。
そ

ん
な
折
、
当
時
ま
だ
珍
し
か
っ
た
窯
焼
き
の
ピ
ッ

ツ
ァ
を
食
べ
、
そ
の
味
に
感
動
。
自
分
も
ピ
ッ
ツ
ァ

を
焼
き
た
い
！

と
イ
ダ
リ
ア
ン
に
転
向
し
ま
し

た
。
令
和
元
年
に
つ
く
ば
市
で
「ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
セ

レ
ー
ノ
」
を
オ
ー
プ
ン
。
い
つ
か
は
地
元
茨
城
に

戻
り
、
自
分
の
店
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
た
梅

津
さ
ん
、
そ
の
夢
が
つ
い
に
実
現
し
ま
し
た
。

◇
地
元
が
知
ら
な
い
地
物
の
魅
カ

都
内
で
働
い
て
い
た
こ
ろ
、
梅
津
さ
ん
は
お
店

に
入
荷
さ
れ
る
食
材
の
多
く
が
茨
城
県
産
で
あ
る

こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
「茨
城
に
は
こ
ん
な

に
素
晴
ら
し
い
農
産
物
が
あ
る
の
に
、
地
元
茨
城

で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。」
い
つ
か
は
自
分

の
店
を
と
い
う
思
い
は
、
食
を
通
し
て
茨
城
の
魅

力
を
発
信
し
た
い
と
い
う
思
い
へ
発
展
し
ま
し
た
。

茨
城
の
地
産
地
消
に
取
り
組
む
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働

き
、
生
産
者
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
梅
津

さ
ん
、
今
は
地
産
地
消
の
魅
力
を
改
め
て
実
感
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
「地
元
な
の
で
生
産
者
さ
ん

と
顔
を
合
わ
せ
て
会
え
る
の
が
魅
力
で
す
。
直
接

質
問
を
し
た
り
、
畑
の
見
学
や
野
菜
の
味
見
を
さ

せ
て
も
ら
つ
た
り
し
て
い
ま
す
。」
◆
で
は
こ
ん
な

野
菜
作
れ
ま
せ
ん
か
？
と
逆
に
相
談
も
す
る
ん
だ

そ
う
。
地
産
地
消
の
メ
リ
ッ
ト
は
他
に
も
。
「例
え
ば
北

海
道
産
の
食
材
も
い
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
輸

送
コ
ス
ト
が
高
く
つ
く
の
で
料
理
の
価
格
に
反
映

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
地
元
の
食
材
を
使
え
ば
コ

ス
ト
も
抑
え
ら
れ
ま
す
。」
「な
に
よ
り
地
元
野
菜

は
新
鮮
で
味
が
濃
い
ん
で
す
―
」
と
語
る
梅
滓
さ

ん
、
お
店
で
は
地
元
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し

た
料
理
を
振
舞
い
ま
す
。
そ
の
味
は
ま
さ
に
絶

品
。
「自
分
は
素
晴
ら
し
い
食
材
に
た
だ
ち
ょ
っ
と

足
す
イ
メ
ー
ジ
で
作
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。」
と
本

人
は
い
た
っ
て
謙
虚
で
す
。

◇
ま
だ
見
ぬ
出
会
い
を
求
め
て

開
店
５
周
年
を
迎
え
た
梅
津
さ
ん
に
今
後
の
展

望
を
伺
い
ま
し
た
。
「い
つ
か
も
う

一
店
舗
と
い

う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
。
最
南
地
域
だ
け
で
も

様
々
な
食
材
が
あ
り
ま
す
し
、
ま
し
て
や
県
北
地

域
ま
で
行
け
ば
ま
だ
見
ぬ
食
材
が
た
く
さ
ん
あ
る

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
生
産
者
さ
ん
と
の
出

会
い
も
楽
し
み
で
す
。」
そ
う
語
る
梅
滓
さ
ん
の
目

は
輝
い
て
い
ま
し
た
。

食
を
通
じ
て
茨
城
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
る
梅

津
さ
ん
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
い
た
し
ま
す
。

梅津 佑次 さん

生地にはつくば市産ゆめ

しほうを使用。

小麦の風味が活きてい

ます。

お店の窓一面につくばの
田園風景が広がります。

トラットリア
セレ=ノさんの
HPはこちら

irf  ll

G租7年電周
～
⑥周 展襄真肇謎髭輩誕覇獲回

軸
農業委員会総会は一般の方も

傍聴ができます。

1月 16日 (木)
1 4月 14日 (月 )

2月 13日 (本)
5月 14日 (水)

3月 13日 (木)
6月 13日 (金)

農地法に基づく許可申請の締切は

毎月20芭 Fす。曇尋
締切が閉庁日の場合は、直前の開庁日が締切となりますの
でご注意ください。

(窓□受付時間 8:45～ 16:30)

0● 全国農業箭間 ●0
オールカラーで読みやすい!農業者目線のタイムリーな
情報誌です。

発行日毎週金曜日(B3版 8～ 10頁 )
購読料月 700円 (送料込)

発 行全国農業会議所 態

転 や

◎
編
集

●
委
員
長

青
木
　
道
子

●
副
委
員
長

雨
貝
　
洋
子

０
委
　
日員

本
橋
　
文
男

０
委
　
自員

加
園
　
秀
信

●
委
　
由員

中
島
　
信
夫

お
く

や
み

農

業
委

員

の
市

村

元
則
様
が
昨
年
９
月
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
長

年
の
農
業
委
員
会
活
動

へ
の
ご
尽
力
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

上記に関するお問合せは、農業委員会事務局まで TEL 029‐ 883‐ 1111(代 )

ほ 雪 OO G潤
呻 ∞。/。再生紙 引檀物油砕 イ質用して蝉


